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【背景と目的】 

 アカムツ（ノドグロ）は、浜値で 10,000 円/kg を超えることもある高級魚であ

る。本種は、漁業関係者から資源増大の強い要望があり、新たな栽培漁業対象種とし

て期待されている。富山県水産研究所では、平成 23年より本種の栽培漁業の事業化

を目指しており、本研究では、その基盤となる種苗生産技術を開発することを目的と

した。 

 

【 内 容 】 

 漁獲した親魚の腹部から卵と精子を採取して人工授精し、受精卵を得ることが可能

となった。ふ化仔魚を用いて飼育試験を実施し、平成 25年には世界で初めて稚魚の

生産に成功し、仔稚魚の形態と発生についての知見が得られた。その後、飼育技術の

改良を重ね、年 5 万尾生産、生残率 15％、飼育密度 2,000 尾/m３の目標を達成し

たことから、種苗生産の基礎的な技術は確立した。しかし、自然水温で飼育すると、

放流サイズ（全長 5 ㎝）に達するのに約 5 ヶ月を要し、飼育期間が長すぎること、

種苗の性別が極端にオスに偏る（98％以上）ことが課題であった。そこで、水温別の

飼育試験を行い、仔稚魚期を通して成長の速い水温は 21～25℃であることを明らか

にし、飼育期間を約 2ヶ月短縮した。また、低い水温で仔稚魚を飼育しても雌の割合

は増えなかったが、大豆イソフラボンを餌料に展着し、稚魚に給餌した結果、雌の割

合を約 10％まで増やすことに成功した。  

 

【成果と波及効果】 

 本種の基礎的な種苗生産技術を確立し、初期生態の解明に貢献した。性比バランス

の取れた種苗を生産する技術にも進展があり、着実にアカムツの栽培漁業の事業化に

近づいている。本研究により開発したアカムツの種苗生産技術を用いて、平成 28年

から令和 4 年までに約 22 万尾の種苗を富山湾に放流した結果、水揚げされる放流

魚の尾数は年々増加傾向にあり、本種の資源増大に資することが期待される。 
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背景と目的 「研究対象魚のアカムツ」

アカムツ (Doederleinia berycoides)

• 通称：ノドグロ

(波戸岡,2013)

(山田ら,2007)

「白身のトロ」 炙り刺身

• 分布：日本沿岸からオーストラリア北西沿岸

• 生息場所：水深100～200m

陸棚の縁，斜面域

• 価格：浜値で10,000円/㎏を超えることも

高級魚ノドグロ ⇒ 放流・資源増大の要望大

目的：アカムツの種苗生産技術を確立する

富山県の年別漁法別漁獲量（ｔ）

背景 「富山県のアカムツ漁業について」

• 日本海側の漁獲量
は1000～1800ｔ

• 富山県では約70％
が刺網による漁獲

富山県で漁獲されたアカムツの全長組成（㎝）

R3.4月～R4.3月

尾
数

放流魚は十分に成長
してから漁獲される
可能性が高い

富山県においてアカムツ栽培漁業の試験研究を実施

0
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• 漁獲されるのは
主に20～30㎝台

n = 2802

• 富山県は10～25ｔ

アカムツ種苗生産 業績関連研究と実施年度

親魚養成技術

放流技術

目標:アカムツ栽培漁業事業化

H22

H23

富山水研のアカムツ研究 備考

富山水研
アカムツ研究開始

（県単事業）

マリンピア日本海
人工授精に成功

H25
マリンピア日本海、富山水研、
水産研究・教育機構 共同研究

種苗生産技術

H29

H28 種苗の試験放流開始

市場調査

⇒ 稚魚生産に成功

水産庁委託事業に参画

R6

本研究

H30～

産地市場調査開始

アカムツ種苗生産 採卵と人工授精

時期：8月下旬〜10月上旬

方法：乾導法による人工授精
（船上で速やかに行う）

場所：新潟県寺泊沖
富山県四方沖

漁法：刺網

精子の添加

腹部圧迫による採卵

受精卵の確保が可能に

時間：日没から夜間

※得られる卵の量が安定しないのが課題

アカムツ種苗生産 飼育方法

飼育法：「ほっとけ飼育」(高橋 1998）

種苗生産水槽（3.6t）

・水槽内でワムシを増殖させる

・ふ化開始から4～10日は止水

④ 水槽内の水をしっかり回す。

② 仔稚魚を狂奔させないため
急激な照度変化を避ける。

・稚魚の着底直前まで底掃除しない

③ ワムシの栄養価向上のため
ナンノクロロプシスを添加。

種苗生産成功のポイント！

① 飼育初期は24時間照明で
生残・成長を高める。

3.4
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生
残

率
（
％

）
脊

索
長

（
㎜

）

24ｈ 12ｈ

照射時間/日

2～12日齢仔魚 光周期試験

P<0.05

P<0.05

χ2-test

t-test

飯田ら
（投稿中）
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アカムツ種苗生産 仔稚魚の形態と発生

受精卵（ふ化6時間前） ふ化仔魚（1日齢） 屈曲前仔魚（6日齢） 屈曲仔魚（10日齢）

屈曲後仔魚（30日齢） 浮遊期 稚魚（40日齢） 稚魚（60日齢） 稚魚（150日齢）

卵径：0.9㎜ 全長：2.9㎜ 全長：3.5㎜ 全長：4.3㎜

全長：10㎜ 全長：15㎜ 全長：20㎜ 全長：50㎜

10mm 10mm

Ｓ型 L型ワムシ

アルテミア

配合飼料 （アンブローズ、おとひめEP）

ナンノクロロプシス

仔魚期 稚魚期

10 20
全長（㎜）

アカムツ種苗生産 給餌系列の概要

スーパー生クロレラ SV12

日齢 30 60 15040
6 7 10 20 5015

152
3 4

放流サイズ

（ワムシEPA強化）

（DHA・EPA強化）

アカムツ種苗生産 成績の概要（120日齢時）

種苗生産の基礎的な飼育技術を確立

良質な受精卵が確保できれば達成可能

生産目標：5万尾、生残率15％、2,000尾/ｔ

種苗生産の一例

アカムツ種苗生産 重点的に取り組んだ課題

課題①： 成長が遅い。

放流サイズの全長50㎜になるのに約5ヶ月かかるた
め経費と労力の負担が大きい。

⇒ 水温が仔稚魚の成長と生残に及ぼす影響を調べ
飼育に適した水温を明らかにする。

後期仔魚 稚魚前期仔魚

１．小型水槽（10～30 L）による水温別飼育試験

2．種苗生産水槽（3.6～4ｔ）による実証試験

3つの異なる
発育段階

アカムツの初期生活史

産卵：8月下旬～10月上旬

水
温

高

低

表層？

産卵期の後半に産まれた方が経験する水温が低い

生息水温は仔魚よりも稚魚のほうが低い

卵 0～50ｍ仔魚 20～27℃
(Yagi et al, 2014)

約15℃

100ｍ付近で採集の記録（全長約20㎜）

稚魚

(八木, 2020)

前期仔魚の水温別の成長と生残（10日間飼育） 飯田ら （投稿中)

成長は21℃、24℃で速く、生残は18℃で最も高い傾向

（２日齢）
脊索長（NL）：2.7 mm前期仔魚水槽

10 L ×4
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生
残

率
（
％

）
全

長
（
㎜

）

水温（℃） 水温（℃）

（32日齢）

稚魚

Fukunishi （2024）

後期仔魚と稚魚の水温別の成長と生残 （15日間飼育）

後期仔魚、稚魚ともに成長は22℃、25℃で速い傾向

TL：9.5±1.8 mm

後期仔魚

（69日齢）TL：23.5±2.5 mm

水槽
30 L ×4

生
残

率
（
％

）
全

長
（
㎜

）

後期仔魚 稚魚

稚魚の成長が速くなる水温は天然魚の生息水温
（15℃）と一致しない

天然稚魚は仔魚よりも水温の低い水深に生息

水温別飼育試験 まとめ

仔稚魚期を通して成長が速くなる水温範囲は、21〜25℃

TL：9.5 ｍｍ TL：23.5 ｍｍ

この水温範囲での飼育期間を長くすると
成長を促進できると考えられる

NL：2.7 mm

前期仔魚3つの発育段階で
水温別飼育試験
（10〜30 L水槽）

種苗生産水槽（3.6～4ｔ）による検証 加温で成長促進

13～60日齢まで加温

自然水温で飼育

生産開始が18日遅い
⇒ 自然水温だが低温

：加温区（9月10日採卵）

：自然水温区（9月10日採卵）

：低温区（9月28日採卵）

放流サイズ 103日齢で約50㎜に
なり12月下旬に放流

放流までの飼育期間

約2ヶ月間の短縮に成功

加温で5ヶ月間 ⇒ 3ヶ月間

アカムツ種苗生産 重点的に取り組んだ課題

課題②： 生産魚の性がオスに偏る（98％以上）

⇒ メスの割合を増やす飼育技術の開発

• 親魚養成しても卵を産むメスをほとんど得られない。

• 放流魚の性比は天然魚と同等（オス：メス＝１：１）
である必要。

• メスは大型に成長するため、メスの方が価値が高くなる。

１．飼育水温の調整による性統御の試み。

２．ウナギ等で実績のある大豆イソフラボン含有餌の給餌。

黒：50日齢（着底）から水温低下

赤：自然水温

青：35日齢から水温低下

飼
育

水
温

（
℃

）

マツカワ、ホシガレイ⇒ 仔稚魚期の低水温飼育でメスが増える

着底期前後に水温を低下
（天然仔稚魚の生息環境の水温変化）

各区100尾（全長：11㎝） 生殖腺観察により性判定

35日齢

着底前後から水温を下げてもメスは増えない

結果（メスの割合）⇒ 青：2％、黒：1％、赤：0%

（Goto et al.1999;築山・征矢野 2013）

メスの割合を増やす技術の開発（水温試験）

50日齢

日齢

メスの割合を増やす技術の開発（イソフラボン試験）

• 配合餌料に魚油（餌の5％重量）
で大豆イソフラボンを展着

濃度区： 0, 100, 1000μg/g

3区×2試行＝6水槽

• 129日齢（TL:52±4㎜）までイソフ
ラボンを展着した餌を給餌

試験水槽（500L⇒2ｔ）

• 494～496日齢（TL:118±8mm）
各区60尾取り上げ

• 32日齢（TL：12±1㎜）の稚魚
各水槽に500尾収容

生殖腺観察 ⇒ 性判定

配合餌料大豆イソフラボン

魚油
メス化有効成分：ゲニステイン
使用した大豆イソフラボンの8.3％
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1000μg/gでのみ、メスの割合が約10％に増加

大豆イソフラボンを含む配合の給餌でメスの割合を増やせる

494～496日齢

129日齢 （TL:52±4㎜）

イソフラボン給餌終了時
の全長、体重、生残率

（TL:118±8mm）

イソフラボン添加は成長、生残に影響しない

濃度区間に有意差なし

メスの割合を増やす技術の開発 結果概要

濃度区 0μg (対照区） 100μg 1000μg

全長(mm) 53±5 52±4 53±5

体重(ｇ） 2.5±0.7 2.2±0.6 2.4±0.7

生残率 (％) 50.3 53.2 52.1

成果と波及効果

• 本種の基礎的な種苗産技術を確立。

放流されたノドグロ稚魚

• 本研究により生産した稚魚（TL:50mm）を富山湾
にH28～R4の間に合計約22万尾放流。

• 市場調査で、発見される放流魚の尾数は増加傾向。
⇒ 資源の維持・増大に資することが期待される。

• 性比バランスの取れた種苗を大量放流する体制
が整いつつあり、栽培漁業の技術開発に貢献。

市場で見つかった放流魚
（標識：鼻孔隔壁欠損）

魚屋で売られていた
放流魚

• 本種の初期生態（成長・適水温）の解明に貢献。
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